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２．中心市街地の位置及び区域 

 

［１］位置 

位置設定の考え方 

本市の中心市街地は、新河岸川舟運の河岸場として栄え、その後の東上鉄道誘致によ

る志木駅の開設に伴い商業を中心に栄えてきた。市役所をはじめとした公共公益施設が

集積し、商業、業務、交通等における拠点機能を担う地域である。 

このような歴史的な市街地の形成経緯や都市機能の集積状況、また歩いて回遊できる範

囲として志木駅から北側に概ね１ｋｍ圏となる範囲を中心市街地として位置付ける。 

（位置図） 
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［２］区域 

（１）区域設定の考え方 

本市の玄関口である志木駅から、令和４年に完成した市役所新庁舎やいろは親水公園

等の地域の生活・交流の拠点となる施設を含むエリアとし、商業施設の集積を考慮した

（都）中央通停車場線から概ね１街区を目安に範囲を設定する。（中心市街地の面積：

60．５ｈａ） 

（区域図） 
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［３］中心市街地の要件に適合していることの説明 

要 件 説 明 

第１号要件 

当該市街地に、相当

数の小売商業者が集

積し、及び都市機能が

相当程度集積してお

り、その存在している

市町村の中心として

の役割を果たしてい

る市街地であること 

市全体の面積の約７％を占める中心市街地には、小売業の約 20％

が集積しているほか、市役所や市民会館・体育館、いろは遊学館

等の公共公益施設も集積していることから、第１号要件に適合す

る。 

〇小売業の事業所数 

・本市内の三次産業事業所数のうち、約 39％の店舗が中心市街

地に集積している。 

・本市内の小売業事業所数のうち、約 20％の店舗が中心市街地

に集積している。 

表 市域全体と中心市街地の比較 

 市域全体 中心市街地 

 割合 

H28 三次産業事業所 1,469 事業所 573 事業所 39％ 

H26 小売業事業所数 262 事業所 52 事業所 20％ 

〇行政、文化的施設などの公共公益施設が集積 

・市役所をはじめ、市民会館・体育館、いろは遊学館、志木駅

前出張所、子育て支援センター等の公共公益施設が集積して

いる。 

 

図 中心市街地及びその周辺の都市福利施設の分布状況 

出典：志木市 HP、地域医療情報システム（令和 2 年 10 月時点） 
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第２号要件 

 当該市街地の土地

利用及び商業活動の

状況等からみて、機能

的な都市活動の確保

又は経済活力の維持

に支障を生じ、又は生

ずるおそれがあると

認められる市街地で

あること 

中心市街地では、空き店舗等の立体的な空洞化が進行しており、

機能的な都市活動の確保に支障を生じている。また、中心市街地

内での購買力低下や回遊性の低下により、経済活力の維持に支障

を生ずるおそれがあることから、第２号要件に適合する。 

〇小売業の年間商品販売額のシェア低迷 

・本市内の三次産業事業所数のうち、約 39％の店舗が中心市街

地に集積しているのに対し、年間商品販売額では全体の８％

に留まっており、中心市街地内での購買ニーズの低下が懸念

される。 

表 市域全体と中心市街地の比較 

 市域全体 中心市街地 

 割合 

H28 三次産業事業所 1,469 事業所 573 事業所 39％ 

H26 年間商品販売額 44,172 百万円 3,361 百万円 8％ 

〇地元購買率の低下 

・志木市民の地元購買率は 47．３％と半数を下回っており、新

座市や戸田市、富士見市等への購買動向の流出が課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 平成 27 年 志木市民の買い物・外出先（商品総合） 

出典：埼玉県広域消費動向調査 
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〇駅前からの歩行者交通量の広がりが薄い 

・中心市街地内の自転車・歩行者

通行量は、志木駅周辺の店舗

立地エリアで通行量が多く、

その他のエリアへの広がりが

薄いため、中心市街地全体で

の周遊性が低いと考えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

図 令和４年度自転車・歩行者通行量調査結果（上：平日・下：休日） 

※調査実施日 平日：令和４年６月 14 日（火）、休日：令和４年６月 19 日（日） 
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図 自転車・歩行者通行量調査地点 
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第３号要件 

 当該市街地におけ

る都市機能の増進及

び経済活力の向上を

総合的かつ一体的に

推進することが、当該

市街地の存在する市

町村及びその周辺の

地域の発展にとって

有効かつ適切である

と認められること 

本計画は以下に示す市の上位関連計画との整合を図っているとと

もに、本計画に位置付ける事業による効果として、中心市街地に

隣接する新座市等との広域的な交流人口の拡大も期待されること

から、第３号要件に適合する。 

〇上位関連計画での位置付け 

■都市計画マスタープランで位置付けられた拠点性の向上への寄与 

・市役所周辺は「行政サービスの拠点」、いろは親水公園等の周

辺は「みどりの拠点」、志木駅周辺は「商業・業務サービスと

交流の拠点」、拠点間を結ぶ区間は「都市中心軸」に位置付け

ており、商業・業務的サービスにおける拠点性の確保・充実

への寄与や、中心市街地として一体的な取組を進めることで

軸としての機能強化に寄与することが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 目標とする都市構成 
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■志木市将来ビジョン（第五次志木市総合振興計画後期実現計画）及び 

第二期志木市まち・ひと・しごと創生総合戦略で示された方針への寄与 

・産業振興においては、活気ある商工業の振興や中小企業の経

営支援、観光振興においては、観光資源の発掘と活用、シテ

ィプロモーションの推進等の方針が掲げられており、空き店

舗等を活用した新たな創業・起業・チャレンジの支援やイベ

ント開催や情報発信の強化によるにぎわいの創出等に向けた

具体的な取組を推進することで、総合振興計画及びまち・ひ

と・しごと創生総合戦略で掲げているＫＰＩ※の達成へも寄

与することが期待される。 

表 第二期志木市まち・ひと・しごと創生総合戦略の関連する主なＫＰＩ 

指標 現況値

（R1） 

目標値

（R7） 

空き店舗の活用件数 

市内の空き店舗を減少させ、商業機能の活性化を示す

指標 

10 件 30 件 

観光協会におけるイベント支援件数 

志木市観光協会や、まちのにぎわい創出を目的として

市民が自発的に開催するイベントに対して支援を行

った件数 

12 件 15 件 

市公式 Facebook ページのいいね！数 

本市で運営するソーシャルメディアのうち、本市の魅

力発信を行っている市公式 Facebook ページにいい

ね！をしたユーザー数 

1,088 人 1,884 人 

 
 
※ＫＰＩ（重要業績評価指標）：目標の実現に向けたモニタリングに用いる指標
のこと。  


